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内 容 梗 概

小形汎用計算機HITAC201のソフトウェアほ翻訳プログラムとサブルーチソとから成り,ここでほ翻訳プ

ログラムを中心に解説している｡HISAP201,PRIミSAP201は汎用,SOSほ科学用の翻訳プログラムである｡

局後にIiITAC201ライブラリについて述べ,同ライブラリの分類,HIPAClOlライブラリとの比較につい

ても述べている∩

1.緒 口

電子計罪既システムの中で,電了･的,電気的,機械的装置の部分

を金物(hardware)と呼ぶのに対し,本来金物で装僻すべきである

のにその機能をプログラムで補うとき,そjtらプログラムの捉まり

を机物**(sDftware)と呼ぶ∩一過i)の机物を解脱するには人五1二の

紙を押付～するのでこの名前をつけたのかもしれない∩(これ以降,本

文ではこの言葉を月れ､ることにする)｡紙物に対するこの定吉如こよ

れば,一般の関数サブルーチノの醗は紙物の小に含まれないことに

なる｡どんな設計者でもsinこだとかtan∬を計真下するための金物を

｢本来つけるべきもの_】とは思わないであろう∩ ところがユーザー

(使用者)側から見れば,Sin∬,tanこじをいちいちプログラムしなけ

ればならないとすれば,使用する東光も失(う)せるであろう｡絞ら

にとってはこれらは金物でL■‾本来つけるべきもの_1である｡

われわれはユーザー側より見て一般に必要と考えられるプログラ

ムをすべて机物に含汐)て考えることにする∩ もちろん特定のユーザ

ーが特定の業務に適川するために作ったプログラムは紙物の中に含

まれない｡

紙物システムは,金物の性能,主たる用途,入出力機器の鵬成な

どの種々の要凶を詳細に検討して作らねばならない｡しかも同一本

体に対し多種類の入出力機器構成が〟二在し,それら各構成のシステ

ムに適合した紙物システムを作らねばならない｡このことが,大形

計算機システムにおいては,紙物システム設計を金物設計以上に困

難で人がかi)な作業にしている｡

2.紙物 の種類

跳物システムほどのようなものを含むべきかを実際に即して考え

てみよう｡計辞機を佐川する場合は一般に弟1図のような流れをた

どるものである｡その流れの過程に必要なプログラムが紙物に含ま

るべきものである｡

弟l図の説明

(1)問題が与えられ定式化が終わるとコーディングにうつる｡

機械語によるコーディングほたいへんであるから一定の形式にし

たがった記号言たでコーディングし,これを計算放で機械語に翻訳

させる｡この翻訳ルーチソをアセソブラ(assembler)またはコン

パイラ(conlpiler)という｡コンパイラの方が高級な翻訳ルーチソ

である｡

(2)和訳されたプログラム(航テープに打ち出されている)をロ

ーダ(10ader)により計罪機内に入れる｡サブルーチソを使用して

いるときほそれも入れる｡

*
日立製作所神奈川工場

**小野田セメント株式会社の和m英一氏の造語であるが,適切な

表現であると思うので,ここではこれを使うことにする｡
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第1国 計第二機使用の流れと必要な紙物

(3)テストの結果,誤りがあればチェックルーチソを用いて誤

りの個所を発見する｡大形計算機の紙物システムでは相当大規模

なテスティングルーチソがある｡

(4)実行が終了すると次の間題の処理に移る｡高速計算機では

大多数のプログラムが数分で終わってしまうので,計算から次の

計界への移行をできるだけすみやかにやらないとその間の遊び時

間のほうが多くなってしまう｡また入出力の同時処理を行なう機

械では各入出力機器の遊び時間もなくする必要がある｡そのため

に,多毛プログラムを監祝したり,計算終了時に適当なメッセー

ジを仁l+刷してオペレータに必要な操作を才旨示し,オペレータの作

業や判断をできるだけ少なくするシステムがある｡このシステム

をモニタ(monitor)という｡

以上のシステムは高速大形横に適用されるもので,HITAC201紙

物システムは,おもにローダ,アセンブラ,サブルーチソ(チェッ

クルーチンも含む)からなっている｡

3.HITÅC201の紙物

紙物はいわばプログラムの部■枯の集まりであり,プログラマがこ

れらの部■も1を適当に依って自分のプログラムを組み立てる必要があ

る｡したがって各部品の規格はそろっていなければならない｡もし

紙物システムに,全体を右横的に統合する思想がなければ,いくら

量があっても使いやすいものにならない｡201紙物システムのうち
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の翻訳ルーチソについてほ,そjtらの性能と手法に応じて%平面に

位置させることができ,弟2図のようになる｡

原点から才子へ行くにつれて翻訳ルーチンが高級になF),対象とす

る言語カミロ常人問が用いている言i榊こ近くなる｡原点から下に降り

るにつれて翻訳の回数が多くなる｡IOA,PRESAP201,SOSを用

いれば1回の翻訳でプログラムを入力することができるが,HISAP

201を用いれば1度IOAに翻訳するので,さらにIOAを用いて入力

しなければならない｡原点からできるだけ遠く,しかもヱ軸に近い

位置にある翻訳プログラムが望ましいわけであるが,それには高速

大形の計算機を必要とする｡エ,ツ両軸から遠い場所に位置する翻

訳プログラムもあり得る｡つまり高級な言言汚を何段階かの翻訳を経

て,順次低級な言語へ変換し,最後にSAP語またはSOS語にす

る｡これは201でも可能な方法であるが,時間がかかりすぎるので

実用性に乏しい｡HITAC201程度の能力では第2図に示す程度の

ものが相応である｡

プログラマは,IOA語,SAP語またはSOS語のいずれでもプロ

グラムを書くことができ,1回の翻訳で計算機内に入力できる｡

SAP語で書かれたプログラムは特にHISAP201を用いれば,IOA

語へ変換することもできる｡このことの利点は後述する｡サブルー

チソほIOA,PRESAP201,SOSのいずれを用いても入力できる｡

ことにPRESAP201またはSOSを用いれば主ルーチソとの結合(後

述)まで作ってくれる｡これほ201紙物システムの一特長である｡

3.1 ローダとアセンブラ

ローダとアセンブラは対になって存在するものである｡プログラ

マはアセンブラ語でプログラムを書き,それをアセンブラによF)ロ

ーダ言語に翻訳する｡翻訳された結果は紙テープにせん孔される｡

この航テープをローダを用いて入力する｡ローダとアセソプラの機

能をかねた翻訳プログラムもある｡それを記号入力プログラムと呼

び,PRESAP201はその一つである｡記号入力プログラムのほかに

ローダとアセンブラのシステムがf∫二在する理由ほ次のとおりであ

る｡

(1)日常,ひん繁に使うプログラムやサブルーチンの塀をいち

いち記号入力プログラムで入力するのほ,時間がかかって実用的

でない｡いったんアセンブラによりローダ言語に翻訳しておき,

以後使用するときはいつもローダで入力すればよい｡ローダによ

る入力ほ,記号入力プログラムによる入力よりもはるかに速い｡

(高速計算機でほ両者の差が少なくなる)｡

(2) ローダに比べて記号入力プログラムは記憶占有量が大なの

で不経済である｡

もちろん高速大形の計算機でほ上記2点も問題ではなくなるが,

201クラスの機械では十分,ローダとアセンブラのシステムの存在

理由になる｡

ローダに要請される基本的台巨力は次の3点である｡

評
壬∠ゝ

1i冊 第45巻 節7号

第1衷IOA コ

ーート1表

コードl
横 倍

L
A

R

E

J

Iす

N

入力場所を指定する

数値の指定

相対アドレスの指定

読み込んだ命令語を実子｢す‾る

指定のアドレスへ飛越す

読み込(ブ人の停lヒ

NAMEの指定

プログラムを入力する｡

データを入力する｡

サブルーチソを入力する｡

HISAP201との関連

Tliり御指令Lo

アークまたは絶対アドレスの命令語

相対アドレスの命令訴

rF業用現場の確保

制御指令START

プログつム什オ三尾

制御指令NAME

ローダが扱うものほ,ほぼ棟械語に近いものであるから,プログ

ラムとデータの1胡りはないものとLてもよ‾い｡二進の機械であれば

両者のr大別が必要であろうが,HITAC201は十進表示の枚械であ

る｡〕しかしサブルーチンに関してはリロケータブル(relocatable)で

ある必要がある｡′たとえばあるサブルーチンをあるときは300番地

から,あるときほ1,000番地からというように場如こよって入力す

る場所を変える必要がある｡HIPAClOlまたは103のように,SCC

(制御計数静)によるアドレス変更が独立に指定できる機械では,こ

のSCC変更子により相対アドレスのプログラムを普くことができ

る｡ところが201にほその機能がないので(lR変幻をするときには

SCC変如ができない)ローダにその機能をもたせることになる｡ロ

ーダによりプログラムを入力するときにアドレスの変更を行なうわ

けである｡

(1)～(3)ほローダの最小限必要な枚能であり,さらにどのよう

な煉能を付加すべきかは,アセンブラの性格と密接に関係してくる｡

大形計第機では両者の作業区分が問題となるが,201の場合は簡単

である｡201ローダは,できるだけ入力速度が大で記憶占有量が小

でなけjtばならない｡このようにして決めたローダがIOA(Initial

OrderA)である｡そしてこのIOAと対になっているアセンブラが

HISAP201である｡

IOA語は符号を伴った11けたの数′†二とその後に続く制御文字よ

りなる｡制御文字によりIOAほ何をなすべきかを知るっ州御文字

は7種あり,その役割は弟1表に示すとおりである｡

IOA,HISAP201の対によるPRESAP201に対する利点は下記

の3∴一丈である｡

(1)サブルーテンが作りやすい｡

(2)プログラムにNAMEをつけることができる｡

(3)サムチェックの楼能をもっている｡

サブルーチンは相対アドレスで召かねばならず,アドレシソグが

かなり面倒であるが,HISAP201を用いれば,吉己号アドレスをすべ

て相対アドレス指定にしてIOA語に翻訳する機能をもっているか

ら,普通のプログラムを作るのと同じようにサブルーナンを作るこ

とができる｡

プログラムにNAMEをつけることは201紙物システムで採用さ

jLた独得の方式である〔HISAP201のNAMEに関する制御指令

を腔用することにより,オブジェクトプログラムテープの先頭に

NAMEをせん孔することができる｡これによりプログラムテープ

の識別が明確になるし,サブルーチンの結合にも利用できる(後述)｡

SAP語→TOA完rゆ翻訳に際して,翻訳されたデータまたは命令語

ほ1正行ずつ紙テープにせん孔される｡HISAP201はせん孔前に,そ

れらを11けたの数値とみなして和を作っている｡その和をプログラ

ムテープの末尾にせん孔する｡いっぼうIOAでこのテープを入力

するとき,10Aは読み込んだデータまたほ命令こ治の和を作り,入力
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HITAC201 の ソ フ ト ウ コニ ア シ

が終了したときその和をUAに表示する｡その数と

テープの末脚こせん孔してある数値を比較すること

により,入力を確認することができる｡

3.2 そのほかの翻訳70ログラム

PRESAP201とSOSがあり,いずれも1Lリ】の翻

訳でプログラムを人プJする一棟の記号入ブノブログラ

ムである｡

3.2.1 PRESÅP20】

この翻訳プログラムの文ははHISAP201譜の

文法とり`亡全にコンパチブル(､COinpatible)である｡

したがってユーザーはSAP言Jiでかいたプログラ

ムをHISAP201によりIOA詔に潮訳すること

も,PRESAP201でただちに記憶に入れること

もでき,必要に妃こじてl〕山に選べる｡
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インデックスレジスタと
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PRESAP201が

(1)プログラムなテストするとき,

(2)1度しか折許しないプログラムを作るとき

に有効なことはもちろんであるが,サブルーチンと主ルーチンの

結合を作る機能があるので

(3)主ルーチソを作るとき

にも班利である｡また

(4)コンプリートプログラムを作るとき

にもこれを用い,できあがったプログラムを紙テープにダンプし

ておけば,後の使用i･こ際しての入力が速くできる｡

3.2.2 SOS(Science OrienIed Sy5tem)

科学計算用プロブラムの作成の梗を図った和訳プログラムであ

る｡この言語では,許術演妄‡はいわゆる3-アドレス方式で表現さ

れ,長い演算式はいくつかの3-アドレス表現に分解してかかなけ

ればならない｡

SOS語による表現の例

F)A＋B=C

SIN(Ⅹ)二Y

E*3.14=L.

GO F,

READ A,B.

PRINT S(A,B)

-3.14=A=B.

1F(A)Ⅰノ∴M,N.

これらの炎.呪の中で,

説 明

A＋BをCに入れ･る｡

Ⅹの正弦をYに入れる.｡

Eの3.14陪をLに入れるて:

Fという記号でホさ/れる去月いこ飛越す｡

データむよムA,Bに入れる｡

形式SにしたがってA,Bな印刷する｡

-3.14をA,Bに入れる｡

Aが臼,ゼロ,正であればL,M,Nに

プ佗越す仁､

算術耕作を必要とするものはいずれも浮

動小数点損第二で計算できる｡

翻訳を1回ですませ,Lかもオブジェクトプログラムの容量を

大きくするため,システムプログラムは相当窮屈になっている｡

そのため使用法がやや難解になっているが,小形の計算燐でコン

パイラまがいのものを,あまり時間をかけずに使おうとすれば,

やむを得ないであろう｡SOSに採用している記憶酒己置(Memory

allocation)を説明して,システムの窮屈さの一端を示そう｡

(1)翻訳中の記憶配筐(第3図)

a:この部加L和訳したオブジ∴クトプログラムを格納する｡

払i言辞部分が矢†二Ijしむの付きに,プログラム小に使川するシソ

ポルはaの部ク上の.終ノJエから火】′小身のi｢ほに配超される｡た

とえばA十B=Cの帆ジミにあた一〕て,り三際にこの.汁筋をし,

あ■戊をCに人JLる一千続きのゾログラムを矢1三IJ他の詔扮に人

々L,A,B,Cの桁納噺好として矢印②の部分を班う｡矢

印也と欠印やが交わるような良いプログラムは話執沢できな

い｡

サブ〕レーテン

わ C g rタ

サフルーテン

第4図 実 行 中 の 記憶配置

b,C,C′:デ,一夕やラベルの表として使っている｡このノミがあ

ふれたとき･は翻訳を停止する｡

d:SOS語一機械語の翻訳を行なうSOSシステムプログラム

がはいっている｡

c′dは翻訳が終了したら1く用になる部分である｡

(2)オブジェクトプログラム実行中の記憶配置(第4図)

翻訳が終rするとオブジェクトプログラムがメモリにはいる｡

しかしオブジェクトプログラムたけでほ演算はできないのであっ

て,浮動小数点演算や入出力用のサブルーチンを格納しなければ

ならない｡この浮動小数点演算,入出力用プログラムほSOSシス

テムのために特に作ったものではなく,一般のサブルーチンとし

てライブラリ(後述)に登録されているものである｡ライブラリ

サブルーチソはできるだけ一般的使用に耐えるような形式に設計

してある｡

a,b,Cについては(1)で説明したとおりである｡b,Cは

データまたはラベルの表でオブジェクトプログラム実行L-いにも残

っている必要があるが,翻訳プログラムはもはや必要でない｡

e:ここに浮動小数ノ､-､けブルーナン(TAFLというNAMEで

ライブラリに登録してある)を入れる｡オブジェクトプロ

グラムの浮動小数点演算はすべてこのTAFLで処理す

る｡

f:ここに浮動小数点用入カルーチソFIRlがほいる｡入力の

表別はこのFIRlルーテンで処理する｡

g:ここに浮動小数点用印刷ルーチソFORlがほいるr〕印刷の

表現はこのFORlルーチソで処刑する.｢

斜線部分:ユーザーが使用するサブルーナン,たとえばsin,tan

などをこの部分に入力lる｡サブルーチンを人力するプログ

ラムはSOSシステムプログラムの中にあるので,ユーザー

はTAFL,FIRl,FORlの入力に先だってサブルーチンを

入れなければならない｡

3.2.3 翻訳プログラムのエラーチェック

プログラムまたほパンチャのミスによi)入力テープにほ誤りが

あるものと考えなければならない｡この誤りを指摘せずにそのま

ま誤った翻訳を続けるようでは親切な翻訳ルーチソとは言えない

し,安心して使うこともできない｡ところで従来の翻訳プログラ

ムには誤りの指摘をするだけで,事後の修正がめんどうなものが

多かった｡この欠点を除くため201システムの翻訳プログラムに

は†1恥1で実月j的な新しい修正方法を採用している｡そjlは次のよ

うな力法による｡

(1)入力テープは光′定式テープリーダにかける｡
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第5図 修 正 テ

止
命 H｡山T

立

(2)入力テープにエラーが発見されると,エラーの檻叛なホす

コードとエラーを含んた部分が一区切印刷され,勅訳プログラム

はその部分を読みすてて卸訳を停止する｡

(3)舞5図に示すような修正テープを作り燐械式テープリーダ

にかける｡

(4)翻訳を再開させると機械式テープリーダが選ばれ,修正テ

ープが読み込まれ,HALT(翻訳を停止せよという意味の制御指

令)を読んで停止する｡これで修正はすんだわけである｡

(5)再開させると光電式テープリーダの入力テープが読まれ,

再び翻訳を続ける｡

以上の修正手続きの間,光電式テープリーダの入力テープは動

かす必要がないので操作もしやすい｡この考え方はSOS,HISAP

201,PRESAP201のいすれにも共通している｡HISAP201と

PRESAP201とはエラー表示コードまで共通である｡入力テープ

をはじめから機械式テープリーダにかけている場合でも同じよう

な方法で修正できる｡

3.2.4 2個のコード系

201本体にほ,H-133形とH-134形の2種顆の万能入出力装担

が接続できる｡入力テープほこの装経で作成するわけであるが,

ここにコード系が異なるという問題がある｡H-133形には55キー

あるのに対し,H-134形には43キーしかない｡したがって翻訳プ

ログラム用入力テープを作るには,*,=,l,0,(,),#の7個

の記号および文字が不足する｡また両形に採用されていてもコー

ドの異なる記号もあるのでトーゴ形に共通な翻訳プログラムを作るこ

とほ不可能である｡そこで,文法だけ共通にして,各形の装忙2を

依って作った入力テープを軸訳するプログラムを別々に作成する

ことも考えられる｡しかしH-134形の文二子:,記-ぢ･ではまともな剖]

訳システムほ作れないので,H-133形のユーザにまで変形文法を

強いることになる｡これは望ましくないので結局次の方針で進め

ることにした｡

(1)H-133形を対象にして部訳プログラムを作る｡

(2)H--134形ユーザーには,H-133形のけん盤せん孔機で入力

テープを作ってもらうか,またほH-133形で弟2表のような代川

文字を採用して入力テープを作る｡

このテープをプログラムによりH-133形コードのテープに変換

する｡変換はH【134形でできる.｡このようにして正式の入力テー

プを作る｡

この方針ではH-134形装粒のユーザーが1回余計な手続きを経

なければならないが,キー数が不足するのであるから止むを得な

いと思う｡

第2表 H134形のための代用文字表

翻訳プログラムで使

っている文字,記号
代用する文字

二

I

O

メ

ニ

イ

オ

禦三言芸妄f､諾l代肘る文字

評 論 第45巻 第7号

3.2.5 翻訳の速さ

HISAP201の翻訳プログラムは

1.3～1.5秒/命令語

の速さで翻訳する｡はじめほ3秒弱であったが数回の手直しによ

りこの速度になった｡このように速度を向上することができた理

1川ま重要な意味をもつからここで考えてみよう｡はじめほ,読み

口が1他所しかなかった｡1個所で入力し,場伽こ応じてプログ

ラムの各所へ分脱するというブイ法を採っていた｡つまり文字読み

取りという作業を標準化し,1伯の入力ルーチソですべてを処理

しようとしていたのである｡そのほうがプログラムも短縮され,

手出しも掛itであろうと思っていた｡ところがン三成してみるとあ

まりの低速さに改訂の必要を痛感し,早嵐全面的に作り直した｡

ひん度の高い場合については別処理する方法をとった｡読み取り

も多数個所にした｡たとえば,アドレス,数値,シソポル,命令

コードなどの読み込みを別々にした｡こうして一挙に速度を倍加

することができた｡読みUが増したので1回の読み込みに対する

分岐の数が少なくなり,したがって分岐の速さも増したわけであ

る｡はじめほ,read命令から次のread命令までの時間が虚くな

った結果,光電式テープリーダのスタート･ストップ時間が短く

なり,いっそう翻訳速度があがったのであろうと考えた｡しかし

超高速度200宇/秒に比べて命令実行速度がおそいので,スタート

･ストップに対する影響はないはずである｡そうすると翻訳速度

の向上ほまったくプログラムステップの減少によることになる｡

これは実験により確認された(第占図)｡

弟d図の説明

横帥こⅩRH/1.という命令を実行するまでに実行するプログラ

ムステップ数を示す｡ⅩRH命令(read命令)白身もその数に入れ

る｡縦軸にこのサイクルに要した時間と1秒間に読む字数を示

す｡必要時間がステップ数の一次関数になっていること,その階

差が6･7ms(ちょうどドラム1周分の時間)であることを見ると,

スター1‥ストップに対する影響ほまったくないことがわかる｡

このり三験ではⅩRH命令以外の命令はすべて次の番地へ飛び越

せ,という命令を使用している｡

このようにちェっとした注意と改善により処即I時間を半減する

ことができる｡逆にいえば,プログラムの効率のよい標準化がい

かに囚雌であるかがわかる｡
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SOSの翻訳プログラムの作成にあたってほ,HISAP201の経験

を十分に生かし,始めから封〕訳の速さをねらった｡

3.3 サブルーチンの結合方式

主ルーテンとサブルーチンとのつなぎを右与合(1inkage)という｡

サブルーチソ側が必要とするデータほ,土ルーチソの九‾が)番地とそ

のほかのパラメータである｡パラメータが1仰の場合を1変数サブ

ルーナン,2仰以上の場介を多変数サブルーチノと呼ぶことにする｡

3･3.】1変数サブルーチンの結合方式

変数をUAに入力t似り番地をIR8(Index Register8)にセッ

トしてサブルーチンへ飛ぶ｡このソJ式がメ【這も多く,全体の50%以

上をl【了めているので,これを牒咋方式と呼んでいる｡たとえばiE

弦L渕数サブルーチンを用いれば次のようになる｡

ⅩA/∬. ユニー)UA

SI8/LC＋2. 帰り番地一〉IR8

J/SIN. SINルーチソへ

-ここに帖ってくる｡Sin∬がUAにある｡

3.3.2 多変数サブルーチンの結合方式

原則として変数1]身ではなく変数の場所を示す表を作り,その

表の先頭番地をIR8にセットする｡ただし変数がアドレス畳また

は正整数の場和ま,変数そのものを表にかくこともある｡サブル

ーチソからは表の末尾に続く場所に仰ってくる｡表の大きさが可

変であるものほ表の最終語にエソドマークを入れておく｡

多変数サブルーチンの結合例

(1)行列の転拉の場合

SI8/LC＋2.

J/MTRAN.

桝.

ク‡.

A.

B.

-ここに帰る｡

(2)浮動小数ノ肘I‾j入ノJルーチンの場fミ

SI8/LC＋2.

J/FIRl.

Al.

A2.

A3.

説ふ込んだ数値の格納場所

-11‥…･1.

-ここに仙る｡

3･3･3 翻訳プログラムによるサブルーチンの入力と結合

SOSとPRESAP201にほ主ルーチンとの統合を作る機能があ

る｡PRESAP201についてお己りjしてみよう｡この例ではサブルー

チン1(NAMEほSUBRl)を人ノJする｡

第7図の.批椚

ENl)によりSAP.治のプログラムが終/したことがわかる｡こ

のあとにサブルーチソを入れる｡このときPI(ESAP201にほサブ

ルーチソを格納すべき場所の北東番地Qがわかっている｡IOAは

20～79j酎也にあるからこれを多少変幻してコントロールをIOAに

わたす｡IOAはサブルーチンを読みはじめる｡サブルーテンの先

頭にはNAMEがせん孔してあり,IOAはこれを読んでコントロ

ールを徹訳プログラムの方にi起す｡翻訳プログラムの力で,その

NAMEをキー(この拗/｢‡はSUBRlがキーである)にLてシステ

ムl勺の太を検針デ'る〔-▲致するものがあったらそれに対し.id鎚さ

れているアドレス(この場合ほPノ番地)の和也のアドレス掛こQ

というアドレス(SUBlモ1の光跡番地)を.1;二く｡u卜の処叩が終

わると‾f‾I+二びIOAにコントロールをわたす｡IOAはサブルーチソ

P)

β)

の

J月P語でかカ､れた

主ルーチン

ざ～三二三忘三言`)芸音旨諾諾笑内の表にアドレスPと
対l二なって登錬される｡

∫仰語でかかれた

主ルーチン

F〟β.

J♂月でかかれた

J〟β即ルーチン

第7図 例.沢プログラムによる

サブルーナンの入力と結介

第3末 HITAC201ライブラリの分数亘

分 規 】記号l 例

節 術 在j言γ亡

チ ェ ッ ク

徴分方程式

r凋 数

イ ンプット

行 列 訴 罪

アウトプッ

A

C

D

F

I

M

O

浮動小数ノ∴描i算,仮題数を弓第

TRACEl,SNAP SHOT2

Runge･KuLta-Gill法による常徽分方程式の解

初等関数サブルーナノ

IOA,HISAP201

わ列の転粁,連立一次カ･樅式の解

デ【タの印刷,命令の.読みだし

第4表 ラ イ ブ ラリ の 比 較

HITAC 201

鯛l言三蒜卜ご¥%チ

A
C
F
I
M
O
D
川

S 6只U 00ハU

語 数

1,308

658

3,855

3,352

758

547

割 合
(%)

12.3

6.1

36.3

31.5

7.1

5.1

諾】ご

可
A

C

F

I

M

O

SUM

HIPAClOl

三三姦】軍%チ

114 100.0

合
､
ノ

”カ
割(

数
一寸LLt

12,251 100.0

を仝乱読み,最後にサブルーチソ終/を示すコードを読んで組沢

プログラムのフナに九f‡ってくる｡このとき次のサブルーチソを格納

する拗所の先頭番地Q′がわかっている｡同様な手続きで次々サニ

サブルーチソを入力することができる｡SOSについても同じよう

に説り+できる｡

3.4 HITÅC2〇1ライブラリ

紙物システムの各プログラムは番号をつけてライブラリに登録さ

れている｡プログラムは機能に応じ7分類されている(弟3表)｡

ライブラリの構成はバランスのあるものでなければならないが,

金物棟種の違いによりライブラリの肌成も非√捌こ児なる｡HITAC

201と同じ規模であるHIPAClOlと,ライブラリの内容を比較して

みよう｡(弟4表)

101ライブラリの方には入出力に関するプログラムが非常に多

い｡全体の6～7割を占めている｡一方201の加ま全体の2～4割

にすぎない｡これは101が二進表示であり,201が十進表示である

ことによる｡

各プログラムには.詳細な仕様一言1享とSAPlさJiでJ;二かれたプログラム

シートがあり,これらを男ミめてHITAC201ライブラリの脱明.j‡が

できている｡仕様パ,シートほルーズリーフ式に収りほずしできる

ようになっており,光頗に見出し文,次に機能,糸.1冶,犯肌前号比,

プブ法,規約,操作法,音七故などがかいてある｡

そのほかの印刷物として,プログラムの術中な.訪己明を封ミめた｢ラ

ーーー69-
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イプラリー覧表+とプログラムの手法を解説した｢プログラムマニ

ュアル_jがある｡経験者ほ｢命令語の説明+たけでもプログラムが

できるが,初心者にはこれだけでは不十分である｡プログラムマニ

ュアルほこれを補う意味で相当ていねいにかいてある｡

4.事務用プログラムについて

少なくともライブラリに登録するほどのプログラムは,一般的使

用を予想しているのだから,プログラムの標準化が必要である｡科

学計算用のプログラムがきわめて自然に標準化され,むだが少ない

のに比べ,事務用の場合ほ,定式化,標準化がやっかいである｡こ

のことが小形計算機における事務用ルーチンの作成を困難にしてい

る｡しいて標準化を図れは 多くの例外や,パラメータのすべてを

管理するルーチソが余分に加わり,メモリを多く占有し,処理時間

が大幅に増す｡たとえば磁気テープを考えてみよう｡201の磁気テ

ープは1kc(1,000けた/秒)の速さであるから1語(12レナた)を読むの

に12msかかる｡この1語のデータを扱うにはUAに持ち込まねば

ならない｡ところが1語をUAに持ち込むだけで12ms程度かか

る｡標準化したプログラムで扱えば,磁気テープが実際に動く時間

に比べて内部処理の時間が相当多くなることが予想される｡このこ

とほ3.2.5で述べたとおF),すでにHISAP201の翻訳プログラム

作成時に経験ずみである｡人形高速計算機であれば入出力速度に比

べて内部処理速度が圧倒的に速いので,標準化によるムダも問題に

ならない｡結局201程度の機械ではケースノミイケースにプログラム

を作る方が実用的である｡また事務用のプログラムは,業務が固定

しているので,いちど作って二転けば後日の変更はあまり必要としな

いものである｡したがって多少の労は払ってもアセンブラを用いて

業務に最適のプログラムを作るべきである｡以上のような理由によ

りHITAC201ライブラリほ事務用プログラムを持っていない｡

5.結 言

201紙物システムはHITAClO2,HIPAClO3の紙物システムに

比べるとささやかなものであるが,それでも1年半に近い月日を費

している｡われわれほこの経験を生かし,次のシステムの開発にあ

たっては,より良いシステムをより短い期間で作りたい｡目下のと

ころ,洗物システムの作製はまったく手:に業的段階である｡これを

機械化することほ当分の間不可能であろうが,少数のプログラマが

アトリエで芸術品を作っているような現状から脱脚して,せめてマ

ニュファクチャ(問崖制手工業)の段l掛こ一日も早く進歩したいも

のだと思っている｡

終わりに,システムの開発にあたって終始ご指導をいただいた中

央研究所第83研究室,神奈川工場およびコンピュータ事業部企画部

サービス課の関係者のかたがたに心から感謝したい｡また,当初共

同で作業を進めた小竹秀幸氏,上原一姫氏にシステム完了を報告で

きることをとてもうれしく思うものである｡
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201に関しては,

(1)HITAC201命令語の説明

(2)HITAC201ライブラリ

(3)HITAC201プログラムマニュアル

プログラミソグー般に関しては,

(4)D.D.McCracken:DigitalComputer Programming,
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ソフトウェアの具体例としてはHITAC3010のもろもろのプログラ

ムが非′.削こ参考になる｡

特 言午 の 紹 介

特許弟277902号(特公昭35-16754)

放 射 線 の

殻近特に高分子材料などの特性を放射線照射によって改善せしめ

ることが有用視せられている｡しかし従来一般に高エネルギーの放

射線においてほ特に飛程が大であるために,一度被照射物体を照射

透過した放射線は,なお相当のエネルギーを残在せしめているにも

かかわらず無駄に棄てられている欠点があった｡

この発明は従米無駄に棄てられていた放射線の残在エネルギーを

有効に利用せしめるものであって,たとえば弟1図に示すように矢

印方向に移動せられるたとえばコンベア上の被照射物体1は放射線

(イ)

イ

′モキヨ ′FテユF;
l l

＼Eヨ ＼t]

第1図

前 川 明 嗣

反 覆 照 射 法

源たとえは電子線源2によって物体1の進路に対して側方より電子

線を照射するようになされてある｡ここでさらにまた,被j照射物体

1を透過した電子線は磁石3および4によって点線で示されるよう

に琴曲蛇行せられるので,矢印方向に移動する物体は表裏両面より

反覆照射せられることとなるから被照射物休の照射度は高くなるの

みならず,放射線エネルギーの利用効率を著しく向上せしめること

ができる｡なお,弟2図は他の実施例で磁石片5が円形をなし,物

体1を反覆照射せしめ得る方法である｡ (水本)
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